
Title タガログ語の可能表現 : 意味論的・語用論的視点か
らの形式・意味・用法の分析

Author(s) 大上, 正直

Citation 大阪外国語大学論集. 2004, 30, p. 51-71

Version Type VoR

URL https://hdl.handle.net/11094/79933

rights

Note

The University of Osaka Institutional Knowledge Archive : OUKA

https://ir.library.osaka-u.ac.jp/

The University of Osaka



大阪外国語大学論集第30号（2004年）

　　　　　　　　　　　　タガログ語の可能表現

一
意味論的・語用論的視点からの形式・意味・用法の分析

大　上　正　直

Tagalog　Potential　Expressions：An　Analysis　of　the　Ferms，　Meanings

　　　　and　Usages　fro搬Se搬antic　and　Pragmatical　Viewpoints

OUE　Masanao

　　This　paper　aRalyzes　the　meanings　and　usages　of　Taga玉og　pote痴al　express童ons　which　ca簸be

divided　i鍛to　two　types　of　expressive　forms簸a搬ely：1）Type　I：the　one　usi捻g　the　pseud（＞verbs

（modal　verbs）　like“｝）uwede1Maaari”and　2）Type　II：the　potentia1　（potentive）　verbs　pre負xed

with“Maka4Ma－”，　within　a　comprehensive　framework　for　the　formulation　of　the　who玉e　potent｛al

formal　system，　which　the　author　proposes　after　the　exami無atio鍛of　the　expressions　co益cerned，

considering　both　semantic　and　pragmatical　meaRiRgs．　And　based　on　the　result　of　the　sald

a鍛alysis，　it　also　tries　to　resolve　the　fo玉10wing　questio塗s；

　a）the　mechanism　of　the　possible　intercha難geabili亡y　among　those　pseudo－verbs，　and　between

　　each　expressive　form　of　the　Type　I　aRd　the　Tlゾpe至王　（Maka－1Ma－verbs）。

　b）the　semantic　and　aspec加al　differences　between　the　“inherent！permanent！prolonged！

　　　repetitive”a鍛d“temporary”disability　which　can　be　shown　in　the鍛egative　sentences　with

　　Maka－／Ma－verbs．

0．はじめに

　タガログ語の可能表現には，大きく分けて2つの形式がある。1つは，PuwedeMaaariに

代表される擬似動詞（本動詞に前置し，助動詞的な役割を果たしたり，単独で形容詞的に

用いられたりするもので，いわゆる法助動詞（Modals）に相当する〉等を用いる形式（以

下，「第1形式」と呼ぶ）で，もう1つは，動詞形成接辞（接頭辞）であるMaka－（行為者

焦点動詞の語頭に付加）あるいはMa－（非行為者焦点動詞の語頭に付加）を用いる形式

（以下，Maka－！Ma一動詞と示し，「第2形式」と呼ぶ）である。従来の研究（主要文法概説

書）では，第1形式あるいは第2形式について限られた形でしか説明や記述がなされてお

らず，ましてや双方の形式を一まとめにしてその意味や用法を網羅的かつ体系的に整理し

説明を加えたものは見られない。このようなことから，可能表現は，研究者のみならず，

外国人学習者をしてその意味の捉え方や用法において少なからずの揺れを生じせしめてい

る文法事項となっていることも事実である。
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タガログ語の可能表現一意味論的・語用論的視点からの形式・意味・用法の分析一

　そこで，本稿では，これらの可能表現について，第1章で先行研究を概観し，次いで第

2章で意味論的な視点から，双方の形式に現れる意昧を，根源的なものにとどまらず，語

用論的なものまで視野に入れて分類し，かつその用法を整理・分析した上で，第3章で新

たな包括的枠組みを提示したい。そして，第4章では以上の分析紬果を踏まえて，話者が

実際に可能表現を用いる際の第1形式間あるいは双方の形式問の交替のメカニズムの解明

を試みるとともに，これまで議論されることのなかった第2形式の否定表現における，ア

スペクト要素をもった「恒常的不能／一時的不能」を表す構文の使い分けの必要性につい

ても主張したいと考える。

1．先行研究

　先行研究（主要文法概説書）においては，「可能」という表現領域を，1つの大きな枠組

で捉えた上で，筆者の言うところの第1形式および第2形式の両形式に現れる意味や用法

についての包括的な説明を行ったものは見られないが，本章ではいずれかの形式に関する

記述を整理し，概観する。

1。1．Bloomfield（1917）

1．1．1．第1形式

Puwedeについての記述は見られないが，　Marunong（下記（i）は古い綴り），　Maaariお

よびKayaについては次のとおりである。

（i）marunog：w三se，　knowi無g　how

（i圭）alam：㎞ow

（i呈i）maari：be　possible，　maaari：wi11　be　possible

（iv）kaya：ability，　means

（Bloomfield　1917：196，325，357）

1．1．2．第2形式

能動と受動という用語を用いてMaka－1Ma一動詞について次のように説明している♂1

（i）The　active　may　denote　an　aRimate　actor　who　is　able，　succeeds　in　doing　so　aRd　s（），

　　（能動は，能力を有し，何かをうまくやりぬく行為者（有情物）を表す。）

（iD　mostly　with　the　particle繊，　expresslng　the　actor　of　a　completed　action．（主として

　　小辞naを伴って，完遂された行為の行為者を示す。）

（iii）The　d辻ect　passive　may　denote　the　object　directly　affected　by　an　action　which　an

　　actor　is　able　to　perform．（直接受動は行為者が遂行可能な行為により直接影響

　　を受ける対象を示す。）

（lv）The（lirect　passive　may　denote　an　object　directly　affecte（l　by　an　action　which　has

52



大阪外圏語大学論集第30号（2004年）

been　（successfully）completed　by　an　actor．（直接受動は成功裏に完遂された

行為によって直接影響を受けた対象を示す。）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（ibid．：280－284）

1．2．Blake　（1925）

1．2．1．第1形式

　Kayaについての記述はないが，その他の擬似動詞については次のとおりである。

現代的な用法のPuwedeやMaaariの記述はない。代わりにMangyari2｝（be　able）「できる」

との記述がある。

（i）Maruno鍛g1Maalam　3｝：k難owi盈g　how

（Blake　l　925：155）

1．2．2．第2形式

Potential　verbs　are…，　signifying‘to　be　able　to　do　what　the　root　indicates’・・一，　indicatiRg

involuntary　actioRs　of　the　mind　or　sense…，　indicating　the　point　of　completion　of　an

action．（可能動詞は，語根の示す意味のことができること，（申略）心や感情のも

たらす非意図的（不随意的）な行為，（中略）行為の完了した時点を示す。）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（ibid．：261－262）

1．3．Bowen（1965）

1．3．1．第璽形式

関連した記述は見られない。

董．3．2．第2形式

（i）ability，　as　in　Nakakakilala　sila　ng　mahalaga，‘They（skow　that　they）can　recognlze

　　what’s　valuab｝e’（能力：r彼らは重要なことを認識できる・知っている」に見

　　られるとおり。〉

（ii＞opPortURity，　as　in　NakakapagPasyal　a鍛g　mga　lalaki‘The　men　get　to　pay　call＆’（機

　　会：「男たちは，人を訪ねて（遊びに）行ける」に見られるとおり。）

（iii）permission，　as　in　Nakakapangalaka1　ba　ang　mga　Amerikano　sa　PilipiRas？

‘Are　Americans　allowed　to　go　into　business　iR　the　Philippines？’（許可：「アメリカ

人は，フィリピンでビジネスをしてもいいの？」に見られるとおり。）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（Bowen1965：158）
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タガログ語の可能表現一意味論的・語用論的視点からの形式・意味・用法の分析一

1．4．Schacter　and　Otanes　（1972）（以下，タイトルの頭文字を用いて段RG」と略す）

1．4．1．第壌形式

MaruRongおよびKayaについての記述はないが，　Maaari／Puwedeについては，次のとお

りである。

MaaarifPuwede，　which　both　denote　ability，　permissioR，　or　possibility，　are　synonymous　in

a凱heir　occurrence．　Maaari　is　commoR　in　both　informal　aRd　formal　centexts；puwede　is

common　only　in　formal　contexts．…，　are　also　used　as　unaffiXed　adjectives，（Maaariおよ

びPuwedeの双方とも「能力」「許可」「可能牲」を表し，生起するすべてのケー

スにおいて嗣義である。前者が，フォーマル・インフォーマルのいずれの文脈に

おいても一般的に用いられるのに対して，後者はKンフォーマルな文脈において

のみ使用される。（申略）またそれぞれ，接辞なしの形容詞としても屠いられる。）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（Schacter　and　Otanes　1972：261）

1．4．2．第2形式

Maka－1Ma一動詞については，以下のとおり記述されており，用例の英訳には，それぞれ

「～ができる・たまたま～する」（be　able　to！happen　to）が付されている。

（1）Derived　verbs　formed　with　the　prefiXes　maka－1ma－…，　express　meaniRgs　that

　　include　the　meanings　of　ability　an（恥r　involuntary　action．（接頭辞Maka・1Ma一のつ

　　いた派生動詞は，能力かつ／あるいは非意図的（不随意的）な行為を含めた

　　意味を表す。）

（ii）Ability　verbs　are　usually　translated　by　the　English　equivalent　of　the　underlying

　　verb　preceded　by　a　form　of　‘be　able　to’or‘ca認could．’Perfect－aspect　ability　verbs

　　are，　however，　often　better　translated　by　English　verbs　preceded　by‘got　to’or

　　‘manage　to’，　since　the　Taga｝og　verb　in　these　cases　denotes　that　the　abi亘ity　to

　　perform　the　action　has　been　demoRstrated，　and　that　the　action　has　actually　been

　　performed．（能力（可能）動詞は，通常，「できる・できた」という形式を前

　　置させた英語の基底動詞相当の表現に翻訳される。しかしながら，一方で，

　　完了（相）の能力（可能）動詞は，“be　able　to”や“ca副co“玉d”よりむしろ“got

　　to”や“managed　to”を前置させた英語の動詞を使った訳の方が，たいていより

　　馴染む。なぜなら，このような場合のタガmグ語動詞は，行為を遂行する能

　　力が示されたことや，行為が実際に遂行されたことを意味するからである。）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（ibid．：330－332）
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2．双方の表現形式の意味と用法

　次に，第1形式および第2形式の意味と用法について考察する。MarURong1Alamは，い

ずれの先行研究においても「可能」という枠組みの中で議論がなされてこなかったが，後

ろに動詞を従えて，「基本約な技能等の会得」を示す重要な形容詞類（擬似動詞）であるこ

とに鑑み，本研究では考察対象に新たに含め，可能表現の枠組み（（41）参照）の一角を担

うものとして位置付ける。また，（5）のように，いずれの擬似動詞も，形容詞としての機

能をも併せ持つ性質上，動詞を従えなくても表現可能であるが，意味を分類する上では，

特に支障はないので，本稿では動詞を従えるもののみを扱うこととする。さらに，本稿に

おける「意味」とは「ある行為が実現可能となるための諸条件・制約等」を指しており，

それらと読み替えが可能である。これらの分類に際しては，英語，日本語等に関する研究

の結果得られた知見，特にPalmer（1979），　Coates（1983），　BoliRger（1989），渋谷（1993）

等を参考にした。

　なお，本研究における用例は基本的に筆者による作例であるが，容認度の判断は，筆者

が尋ねた2人のフィリピン人インフォーマントによる。

　　　（5）Mat’uRoRg　siya　ng　Tagalog．

　　　　　（彼はタガログ語ができる）

2．1．「擬似動詞等十動詞不定相」型（第1形式＞

2．1．1．Marunong1Alam

　Marunongは，　Alamと交替可能であるが，「基本的な技能・知識等の会得」という意味で

使用する場合には，前者の方が一般的である。

2．穏．肇．形式

（i）「Marunong＋（リンカー）＋行為者焦点動詞不定根＋主格（ANG形行為者）」

　　（行為者が人称代名詞の場合は，前接語である性格上，Marunengに後置する）

（ii）「　Alam＋属格（NG形行為者）＋リンカー＋行為者焦点動詞不定相」

2．1．1．2．意味

（i）基本技能：「訓練，学習等を通じて，基本的な知識・技能・作法等を会得している」

　　　（6）a．Marunong　akong　lumangoy．

　　　　　b．Alam　niyang　lurnangoy．

　　　　　　（私は泳げる）

2．1．2．Puwede／Maaari

　Puwedeは，スペイン語の「可能」「許可」「依頼」等を表す動詞Poderからの借用語で，

Maaariと置き換えが可能である。前者の方がより口語的であり，かつ頻度も高いことに鑑

み，本稿における用例は，便宜酌にPuwedeに統一する。

2．1．2．1．形式
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（1）「Puwede＋リンカー＋行為者焦点動詞不定相＋主格（ANG形行為者）」

（ii）「Puwede＋リンカー＋非行為者焦点動詞不定相＋属格（NG形行為者）＋主格（非行為

　　者）」（行為者が人称代名詞の場合は，蘭接語である牲格上，Puwedeに後置する）

2。1．2．2．意味

（1）可能性：「～の可能性がある，あり得る」

　　　（7）Puwedeng　nagnakaw　ng　pera　si　Maria（董oon．

　　　　　（マリアはあそこでお金を盗んだ可能性がある）

　寺村（1982）によると，（7）のような「あることが起こる，あるいはある可能性がある」

という「可能姓」の表現は，英語では可能表現に含めても，E本語ではそうしないようで

ある。つまり，「可能」とは「何々しようと思えば，その実現についてさまたげるものはな

い」というのが中心的な意味であるからのようである。　しかしながら，一方で，Puwede

は，英語のCanのみならずMayに根当する意味も併せ持っており，（7）は，モダリティの

レベルの「可能性」を表し，Palmer（1979）の書う認識的可能性（epistemic　possibility）

を示すものである。すなわち，この場合，「マリアは，あそこでお金を盗んだ」という命題

に対する話者の判断を示すものと捉えることが可能であり，可能表現の一部とみなすこと

が妥当であろう。よって，ここに取り上げるが，以下（v）の状況（可能）とは区別して

分類した。

（ii）基本技能

　（8）のようなPuwedeを使った例文は，少なからずのタガログ語教材で紹介されている。

非文ではないが，（6ab）のMarunongに比べて相対的に自然さを欠いており，これだけで

は基本技能を示しているか否か即断できない。

　　　（8）Puwede　akong　lwmangoy．

　　　　　（私は泳げる）

（ili）精神的（心情的・生理的）・肉体的・金銭豹能力等

　　（21）のKayaの方がより自然であるが，　Puwedeでも適格文になる。

　　　（9）Puwede　kong　gawin　iyan．

　　　　　（私はそれができる）

（iv）属性・特質

　対象が一時的にではなく，ほぼ恒常的にこのような性質を有する場合の用法である。

ここで使用される動詞は，通常，非情物の属姓を示す性格上，（IO）のinumin（－IN動詞。

語根：inom）のように対象焦点のものが多く見られる。

　　　（IO）PuwedeRg　inumin　ang　tubig　dite．

　　　　　（ここの水は飲める）

（v）状況（可能）

　外的状況（外的条件）と内的状況（内的条件）＃）のこつのケースがあり，通常，いずれか

に分類できる。ただし，場合によっては，双方の要素を併せ持ついわゆる「融合型」にな
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ることもある。換欝すれば，行為者が潜在的に有する能力を発動し，行為を実行すること

が状況的に可能であったり，また逆のケースも然りということである。その場合，行為の

主体から兇ると内外双方の条件・制約が絡んでくるが，「能力」および「状況」のうちのい

ずれの要因が，度合いの問題として枳対的に優位であるかは文脈から判断せざるを得ない

であろう。

　　　（11）Puwede　na　akong　umuwi　dahil　tumlgil　na　ang　ulan．

　　　　　（雨が止んだから，私はもう帰れる）

　　　（12）Hindi　ko　kayo　puwedeng　samahan　dahil　masa1（it　ang雛lo　kα

　　　　　（頭が痛いので，私は君たちに岡行できない）

　なお，（13）～（19）は，主として「状況」，場合によっては「能力」，あるいは岡時に双方

の根源的な意味から派生している，いわゆる含意あるいは効力を示す語用論的な贋法であ

る。つまり，これらは，「可能」の根源酌意味から工次的に発生したいわゆる派生的要国

（（57）参照）であるが，ここに一緒にまとめておくこととする。臼本語訳には「～できる」

という訳は付されていないが，そのように置換えて訳しても何ら違和感がないのは，それ

ぞれ主として「状況」（場合によっては「能力」）という基本的要因が根底に存在するから

であろう。

（vi）許可（社会規範，規則，資格，私的許可，権威考による指示。命令等）（語用論的用法）

　　　（13）Puwede　ka　nang　umuwi　kung　gusto　mo．（「上司の指示」）

　　　　　（帰りたかったら，もうそうしていいよ）

　この場合，第2人称が主格になる文になっており，「穏やかで丁寧な命令文」というふう

に雷うことも可能であろう。

　　　（14）Hindi　puwedeng　manigarilyo　dite．（「規則j）

　　　　　（ここでタバコを吸ってはいけない）

　　　（15）Hindi　ako　puwedeng　urninom　dahil　sabi　Rg　doktor．（「医師の指示」）

　　　　　（私は医者の指示で禁酒である）

（vii）依頼（語用論的用法）

　英語の“May　I～？”「～してもいいですか？jに相当する表現である。

　　　（16）Puwede（ko）ba難g　hiramin　ang　libro　moP　（「状況」）

　　　　　（その潜の本を借りてもいい？）

（v鋤奨励（語贋論的用法）

　　　（17）Puwede　k孤g　kumuha捻g　Bar　exams．（主として「能力」）

　　　　　（司法試験を受けてみるといいよ）

　この場合，「状況的要困」も考慮する必要があるが，話し手の聞き手に対する奨励は，主

として「聞き手の能力」を前提にしているものであると考えられる。

（ix）申し出（語用論的用法）

　　　（18）Puwede　kitang　turuan　ng　lngles．（「能力」÷£時間的余裕等の状況」）

　　　　　（君に英語を教えてあげてもいいよ）
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（19）Puwede　nating　gawin　iyon　mamaya．　（「状況」）

　　（それを後でしてもいいね）

2．1．3．Kaya

2．1　．3．1．形式

（i）「KAYA＋リンカー＋動詞不定相＋属格（NG形行為者）」

2。13．2．意味

基本的な意味は，「能力」である。

（i）基本技能

　（20）は，非文ではないが，（6ab）に比べて相村的にやや自然さに欠ける。

　　　（20）Kaya　kong　lumangoy．

　　　　　（私は泳げる）

（ii）精神的（心情的・生理的）・肉体的・金銭的能力等

　（21）～（23）は，いずれもKayaが本来的に持っている意味がよく現れた自然な文であ

る。

　　　（21）Kaya　kong　tiisi無iyan　dahil　malakas　akα

　　　　　（私は精神的に強いのでそれに絶えられる）

　　　（22）Kaya　kong　buhatin　ito　dahil　malakas　ako．

　　　　　（私は肉体的に強いのでこれが持ち上げられる）

　　　（23）Kaya　kong　bumili　ng　bahay　dahil　may　pera　akα

　　　　　（私は財力があるので家が買える）

　（20）のとおり，Kayaも，「基本的知識・技能の会得」を表すことが可能であるが，特に，

（24a）のように，話題がFIOOOメートル泳げる」という技能の到達度（達成度）・レベルの

問題に至った場合には，「技能」から一歩進んで「達成能力」を表すことになるので，（24b）

のようなMaruno鍛gではなく，この擬似動詞が優先的に使馬される。英語では，いずれの

場合もCanで表現できるが，タガuグ語の場合は，このように擬似動詞の使い分けが必要

になってくる。

　　　（24）a。Kayang　Iumangoy通Ben簸ang　1000　metro．

　　　　　b，＊Marunong　Iumangoy　si　Ben難ang　1000　metro，

2．2．Maka4Ma一動詞型　（第2形式）

　Maka－1Ma一動詞（活用は（57）参照）は，　TRGで「能力（可能）・非意麟鮒（不1麺意的）

行為動詞」（Ability　and　lnvoluntary　Action　Verb）と呼ばれているものである。この第2形式

において動詞のアスペクトが完了根の場合は，いわゆる「実現系の可能」を表す。

2．2．1．形式

（1）「Maka－（行為者焦点動詞）＋主格（ANG形行為者）」
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（ii）「Ma－（非行為者焦点動詞）＋属格（NG形行為者）＋主格（非行為者）」

2．22．意味

　接頭辞Maka－1Ma一が「可能」との関連でもつ意味としては，以下のものがあろう。この

接辞はこれら以外にも，「おのずと，思わず，偶然，つい，うっかり」といった「自発・不

随意」などの意味を併せ持っているが，「可能」と「慮発・不随意」などとの関係を明らか

にしないまま，これらについて論じることは適切でないので，本研究の考察対象から除外

する。

（i）先天的能力

　第1形式についての議論には出てこなかった，「先天的な能力」に関わる表現，たとえば

旧が見える」「耳が聞こえる」X歩ける」等については，第2形式でないと表現しきれない

面があるので，ここでこの項臼をたてる。もっとも，（25bc）のように，第2形式のMaka－

1Ma一との共起という形にすれば表現できなくもないが，その場合でも依然として不自然さ

は拭えない。

　　　（25）a．Hindi　siya　nakakakita．

　　　　　b．？Hindi　siya　puwedeng　makakita．

　　　　　c，？Hindi　niya　kayang　makakita，

　　　　　　（彼は目が見えない）

（ii）基本技能

　　　（26）Nakakapagsalita　siya　ng　Ing玉es．

　　　　　（彼は英語がしゃべれる）

（iii）精神的（心情的・生理的）・肉体的・金銭的能力等

　　　（27）Matitiis　ko　iyan　dahil　malakas　akα

　　　　　（私は精神的に強いのでそれに絶えられるであろう）

　　　（28）Mabubuhat　ko　ito　dahil　malakas　akα

　　　　　（私は肉体的に強いのでこれが持ち上げられるであろう）

　　　（29）Makakabili　ako　ng　bahay　dahil　may　pera　ako．

　　　　　（私は財力があるので家が買えるであろう）

（iv）属性

　対象の属性を表すので，通常，行為者焦点接辞Maka一ではなく，対象焦点接辞Ma一の形

態をとる。（30）では，Ma－＋語根（kain）の未完了梢が使われている。これは，いわゆる

「受動」の機能を持ち，（IO）とも共通する面がある。

　　　（30）】Hindi　nakakain　ang　mga　talaba　dito．

　　　　　（ここの牡蠣は食べられない）

（v）状況（可能）

　　　（31）Makakara£i獄g　ako　nang　maaga　dahil　hlndi　matrapik．

　　　　　（交通渋滞がないので，私は早く着けるであろう）
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　　　（32）Hiadi　ako　makalabas　ngayon　dahil　may　sakit　akα

　　　　（私は，病気なので今は外娼できない）

（vi）許可（語用論的用法）

　　　（33）Sabi　sa　a1くi益ng　boss　ko　na　makakauwi　na　raw　ako　ng　probinsya．

　　　　　（ボスは私にもう田舎に帰ってもいいと言った）

（vii）完了

　「能力」「状況」のいずれの文脈でも生起する。うまく（どうにかこうにか）行為を完了

したというニュァンスがある。想定していた行為の完了を意昧するので，当然，動詞のア

スペクトは完了相になる。なお，その際，小辞Na（「すでに」）を伴うことが多い。

　　　（34）Natapos　ko　na　ang　trabaho．

　　　　　（私はその仕事をもうやり終えた）

（vM）経験

　H本語でいう「～したことがある」「すでに～している」に椙当する。峯然のことなが

ら，動詞のアスペクトは完了相である。（vii）と固様に，小辞Naを伴うことが多い。

　　　（35）Nakapunta　na　ako　sa　Amerika．

　　　　　（私はアメリカに行ったことがある）

2．2．3．否定文における「恒常的不能／一時的不能」の区劉

　ここで，筆者が主張したいのは，Maka4Ma一動詞が，とくに否定表現において，（38a）

のような「ほぼ恒常的な不能」あるいは（38b）のような「一時的な不能」を表すので，使

い分けが必要であるという点である。この主としてアスペクトの違いに起霞する意味の差

異については，先行研究において触れられていない。

2．2．3．1．形式と意味

（1）「Hindi＋Maka－IMa一動言司未完了相（継続相）」：恒常的あるいはある程度長い期間（時

　　間）にわたる不能状態

（ii）ドHindi＋Maka－！Ma一動詞不定相（中立根）」：一時的な不能状態

　　（36ab）および（37ab）のように，　Maka－1Ma一動詞を伴う否定表現においては，アスペク

　ト（相）が交替することに伴い，ニュアンスの違いが繊てくる。TRGによれば，この交

　替が自由であるとされているが，実際はそうではなく，適切な使い分けが求められる。

　たとえば，（36a）は，子どもが（しゃべりたいという意志をもっていても）長期にわたり

　しゃべれない状態にあるのに対して，（36b）は，一時的にそのような状態に陥っている

　ことを示している。一方，（37ab）についても，甫者がほぼ恒常的に薬が飲めないのに対

　して，後者は一聴的に薬が飲めないという状態を示しており，両者の違いは（36ab）の場

　合と同様である。

（36）a。Hindi　nakakapagsalita　ang　bata．（行為者焦点：未完了相）

　b．Hindi　makapagsalita　ang　bata．（行為者焦点：不定格）
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　　　　　（その子は物が言えない）

　　　（37）a．Hindi　naiinom　ng　bata　ang　gamot．（対象焦点：未完了根）

　　　　　b．Hindi　mai益om　ng　bata　ang　gamot。（対象焦点：不定相）

　　　　　（その子は，その薬が飲めない）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（Schacter　and　Otanes　1972：519）

　次に，この違いを上のようないわゆる意志（随意）動詞ではなく，「非意図的（不随意

的）3な意味をもつといわれている「児る・見える」という動詞を痒う用例で考察する。（38a）

のように未完了相の場合は，（36a）（37a）とi司じように先天k9あるいはほぼ恒常的に見えな

い状態にあることを意昧するのに対し，（38b）のように不定相の場合は，（36b）（（37b）と同

様に一時的に不能の状態にあることを示している。つまり，突然の停電などで急に何も見

えなくなった時などは，（38a）ではなく（38b）の方を選択する必要があるということであ

る。

　　　（38）a．Hindi　ako　nakakakita．：（行為者焦点二未完了相）

　　　　　（目が見えない）

　　　　　b，Hindi　ako　makakita．：（行為者焦点：不定相）

　　　　　（欝が見えない）

　タガログ語のいわゆる「叙述文」（描写文）の否定表現において，可能動詞が生起しない

構文は，動詞の相が，（39）のように，未完了相（継続相）でなければならなく，（40）の

ように不定相を用いると非文になる。しかしながら，一方で，上で考察したように，可能

表現の場合は，不定相でも適格文になり，容認される。それは，「一時的な不能状態」が，あ

る行為が開始されてもいない終了してもいないという中立的なアスペクトの側面を持って

いるからであろう。換言すれば，この場合，「動作・行為」という側面よりも，謡し乎の発

話時におけるどうしようもないいわゆる「不能の状態」という局面の方が優位であるとい

うことであろう。

　　　（39）Hindi　nagluluto　si　Maria．

　　　　　（マリアは料理しない：未完了相〉

　　　（40）＊HiRdi　magluto　si　Maria．

　　　　　（マリアは料理しない：不定相）
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3．本研究における新たな包括的枠組み

以上をまとめると本研究における新たな枠組みは，（41）の図のとおりとなる。

（41）形式体系

　なお，第1形式および第2形式が持つそれぞれの意味をもとに，ある行為が潜在的ある

いは実際に実現可能となるための諸条件を，意味論的および語用論的視点に立って，まと

めると，（42）のようになろう。なお，分類の上位に「恒常性・一時性」を設定したが，

「恒常性・一時性」の分け方は，「能力」嘱牲」等が前考に，また，「状況」に関わるもの

が後者に属すという大まかな判断基準にもとついている。もちろん，さらに突き詰めて考

えれば，「一時的な能力」や「恒常的な状況」といった例外的なケースや「能力」と「状

況」の区分が困難な融合型の例も存在するが，ここでは一般的なケースを想定している。

ちなみに，ここでいう「恒常酌」とは，ヂ先天的，長引く，継続的な，反復的な」といった

意味を指すものとして捉えている。

（42）行為実現可能のための諸条件

＿
症灘叢瀦撫＿

　　　　　　　　内的状況（体調等）

－
E

派生的要因

外的状況伯然，環境，社会，種々の余裕等）

許可，依頼，奨励，申し出等

62



大阪外国語大学論集第3G号（20e4年）

4．分析

4．1．第1形式間における交替の可否

4．1　．1．テスト

　次に，第1形式問の交替の可否について，それぞれの意味（可能条件）に沿って考察す

る。

（i）基本技能

　Marunongが最も自然である。次にKayaである。　Puwedeは，非文ではないが，自然さ

において網対的に他の2つに劣る感が否めない。

（．4ざ｝Mα望尻親o牲9α｝zong’？P猛賦｝¢（㎏α｝ヒoれg　l　Kαジαkong　Xurnaxxg（｝y．

　　　　　（私は泳げる）

（ii）能力の到達度・レベル

　Kayaが最も適格である。　Puwedeも適格ではあるが，「能力」だけが基本的な要因として

存在しているというふうに見ることは必ずしも適切ではなく，f状況的要因」も影響を及ぼ

している場合もあるので，文脈上の判断を求められる。

　　　（44）＊Marunong　akoηg　1」Kaya　kong　1　Puwede　akong　lumangoy　nang　1000　metro．

　　　　　（私は1000メートル泳げる）

（iil）精神的・肉体的・金銭的能力等

　PuwedeもKayaも適格性という点において問題はないが，慮然さにおいては，前者の方

が若干劣る。

　　　（45）Puwede　kong　1　1〈aya　kong　tiisin　iyan　dahil　malakas　akα

　　　　　（私は精神釣に強いのでそれに絶えられる）

　　　（46）Puwede　ko　ng　l　Kayaんoηg　buhatiR　ito　dahil　ma玉akas　ako．

　　　　　（私は肉体的に強いのでこれを持ち上げられる）

　　　（47）Puwede　akong　i　Kaya　feong　burr｝ili　ng　bahay　dahil　may　pera　akα

　　　　　（私は財力があるので家が買える）

（iv）属性

　（48）のように，動作主体がφで，非情物が主格となる構文においては，Kaya（主として

動作主体の「能力」を示す）を罵いると非文になる。

　　　（48）Puevedeng　1＊Kayang　inumin　ang　tubig　dito．

　　　　　（ここの水は飲める）

（v）状況（可能）

　（49）のように，「外的状況」には基本的にPuwedeを優先的に使用する。一方，（50）の

ように，「内的状況」の場合は，PuwedeとKayaの双方が適格となるが，後者は前者に比

べやや肖然さを欠く。

　　　（49）Pκz餓16θ々oノ箸1＊Kaya　leong　umuwi　dahil　tumigil　na　ang　ulan．

　　　　　（雨が止んだので，私は家に帰れる）

　　　（50）Bindi　ko　kayo加膨4θηg！加ッα1㎎samahan　dahil　masal〈it　ang　ulo　ko．
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　　　　　（頭が痛いので，私は震たちに嗣行できない）

　次に，以下の「許可」「依頼」「奨励」「申し出」等の語用論的用法の場合は，少なくとも

Puwedeを使用する限りにおいて適格文になることがわかる。それは，これらの薦法の場

合，「能力」および「状況」のいずれの要園もその根底にあり，意味領域が広いPuwedeな

らあまり覇約を受けることなく使えるからであろう。また岡時に，「状況」（ときに単に内

的・外帥状況だけでなく，能力的状況といったものも含めて考え得る）を主たる守備範囲

としているPuwedeの場合，「話し手がさまざまな状況等を判断し，聞き手にある意図のも

とに伝達内容を発信する」といった語用論的な意昧合いや「働きかけ」を表現する上でよ

り適しているのであろう。ただし，（55）（56）のように，「能力」が関与する場合には，Kaya

の方がより自然になるというケースもあろうが，その場合でも「状況」という要素はなか

なか排除できないものと考えられる。

（vi）許可（語用論的用法）

　　　（51）Puwede　hα　gang　1＊Kaya　mo　nang　umuwi　kun9　gusto　mo．

　　　　　（もし帰りたいなら，もうそうしてもいいよ）

　　　（52）｝｛iadi盈o加鷹46η81＊んo舷ッ研g　um呈nom　dahil　sabi　ng　doktor．

　　　　　（私は医者の指示で禁酒である）

　　　（53）Hindi　puwedeng　1＊h¢yang　maRigarilyo　dito．

　　　　　（ここでタバコを吸ってはいけない）

（vii）依頼（語用論約用法〉

　　　（54）Puwede（んo）1＊Kaya（ko）bang　hiramin　a穐g　libro　mo2

　　　　　（その君の本借りてもいい？）

（v廼）奨励（語用論的用法）

　（55）は，主として試験に対応できる「能力」という要國が根底にあり，優位姓を保って

いるため，Kayaの方が自然である。ただし，「外的状況」やその他の要困が優位である場

合には，Puwedeの方がより馴染むであろう。

　　　（55）Puwede　han9んKaya　mong　kumuha　ng　Bar　exams．

　　　　　（司法試験を受けてみるといいよ）

（ix）申し鐵（語用論的用法）

　（56）は，「能力」と「状況」（時間的余裕等）の融合型であり，したがってPuwedeとKaya

の双方が適格になる。話者がどちらを選択するかは，文脈あるいは，「能力」および「状

況」のうちいずれの要因が相対的に優位であるかによるであろう。

　　　（56）Puwede！K¢ya　kitang　tUruan　ng　Ingles．

　　　　　（君に英語を教えてあげてもいいよ）

4．1．2．まとめ

以上，本節の考察結果をまとめると次のとおりである。

（i）「基本技能」の場合：Marunongが適格。　Kayaは，　Marunongに比べて霞然さの藏でや
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　　や劣る。Puwedeは，非文ではないが，霞然さにおいて相対的に他の2つに劣る感あ

　　り。

（ii）「能力の達成度・レベルの問題」の場合：Kayaが主体約に使用されるが，　Puwedeも可

　　能。

（iiD「精神的・肉体的・金銭的能力等」の場合：KayaとPuwedeのいずれも可能であるが，

　　前者カミより霞然Q

（iv）「属性」の場合：Puwedeのみ可能。

（v）「状況」（可能）の場合：基本的に「内的状況」はPuwedeとKayaを使用。ヂ外的状況

　　はPuwedeを優先的に使用。

（vi）「語用論的用法」の場合：Puwedeの使用が基本。ただし，「奨励」と「申し出」のよう

　　に「能力的要因」が関与している場合には，Kayaも可能。いずれにせよPuwedeは，

　　意味領域が広く，話し手が状況等を判断してある意図のもと聞き手に伝達内容を発信

　　するのにより適している。

4．2．双方の形式間における交替の可盃

4．2．1．テスト

　次に，上の（43）～（56）を使って，第1形式と第2形式の交替の可否について考察する。

もちろん，第1形式は，アスペクト的に申立で，他方，第2形式はアスペクトが関与して

くるので，この両形式は，そもそも岡列には扱えないのではあるが，Maka－1Ma一動詞による

完了表現以外は，同一条件下で比較できるよう，アスペクト要素を可能な限り抜き去り，

中和させた上で，その交替の可否について考察する。ちなみに，インフォーマントの2人

によると，両形式のうちいずれでも表現可能な場合，いずれを選択するかは，誌者の発話

時≡の状況・場面やそれぞれの傾向・個人差もあり，一概に言えないようである。しかしな

がら，特に，語用論的用法の場合には，Puwede（ときにKaya）がそれぞれ「状況」（ある

いは「能力」）をより明確に示すことができるので，第1形式の方がより好まれる傾向には

あるようである。

　なお，ド先天的能力」については，（25abc）で触れたとおり，　Maka－1Ma一動詞をもってし

か自然な表現が成立し難いので，本節では岡項思はたてないことにする。

（i）基本技能

　（43’）は，極めて自然な文である。

　　　（43’）Nakakalangoy　ako．

（ii）能力の到達度・レベル

　（44’）も同様に適格文である。

　　　（44’）Nakakalangoy　al〈o　nang　1000　metro．

（iii＞精神的・肉体的倉珪力・金銭的能力等

　（45’）～（47’）の摺例は，いずれも適格文である。

　　　（45’）Ma亡itiis　ko　iyan　dahil　malakas　akα
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　　　（46’）Mabubuhat　ko　ito　dahi1　malakas　ako．

　　　（47’）Makakabili　ako　ng　bahay　dahi1　may　pera　ako．

（iv）属性

　　　（48’）Naiinom　ang　tUbig　dito．

　（48’）は，適格文である。非行為者焦点接辞Ma一を用いて表すのが一般的である。（IO）

（30）でも触れたように，これは，寺村（ibid．）のいう「受動的可能」に相当するものであ

る。「受動的可能」は，パラフレー一ズすれば「Puwede÷動詞不定絹（接尾辞一in）＋属格

（NG形行為者）＋主格（対象）」となり，対象焦点（英語の受動態に根当する）の動詞が生

起しやすい。

（v）状況（可能）

　（49’）（50’）のいずれも自然な文である。

　　　（49’）Makakauwi　ako　dahil　tumigil　na　ang　ula鍛．

　　　（50’）｝ilnd汝o　kayo　masamahanδahil　masakit　ang　ulo　kα

（vi）許可（語用論的用法）

　（14）（53）では行為者が存在しないが，（53’）ではこれを補わないと文として成立し難いの

で，加えた方が自然であるので，（ka「あなた」1tayo「私たち」）を挿入した上で考察した。

　　　（51’）Hindi　ako　makainom　dahil　sabi　ng　doktor．

　　　（52’）Makakauwl　ka　na　kung　gusto　mo．

　　　（53’）Hin（ii（ka！tayo）　nakakapanigarilyo　dito

（vii）依頼（語屠論的屠法）

　（54’）は，若干ぞんざいな感が否めず，容認度が低い。他方，（54”）は，第1形式と第2

形式の融合型で，（16）（54’）より丁寧な表現である。この融合型は，他人との円滑な人間関

係を維持するためのストラテジーとしての「丁寧さ」を表すいわゆる待遇表現として，H

常生活でよく使われ，英語で言えば，c副couldとpossiblyが共起する丁寧表現に梱当する。

なお，（54’）（55’）（56’）の語用論的用法について，容認度が低いという結，果が出ているが，そ

れは，非意麟（不随意）動詞と呼ばれているMaka－IMa一動詞の性質とも関連しているため

ではないか。つまり，第2形式は，単に潜在的な可能性なるものを陳述しているに過ぎず，

「意志性」「働きかけ」なるものが欠如しているか弱いため，話し手から聞き手に対して何

らかの行為を起こす際に，その意図・意志が伝わりにくいという側面を持っていると考え

られる。そのため，逆に聞き手からすれば，話し手の意図や真意を推意することがより困

難になってくる。また，同じ語用論的用法でも，（51’）（52’）（（53’）の「許可」につては，第

1形式のみならず，第2形式についても適格との判断が得られたのは，たまたま用例に理

Eklや条件を具体的に示す節がそれぞれ補われており，インフォーマントが意味を理解しや

すい環境が整っていたためと考えられる。さもなくば，この場合も隅様に，話し手の意図

が聞き手にあまり伝わらなく，あいまい性を包含したものになったのではないか。ちなみ

に，（54’）（55’）（56’）について，1人のインフォーマントは，「適格文であるが，慮然でない」，

一方もう1人は，「容認度が低い」というふうにそれぞれ答え，容認度の判断に揺れが見ら
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れたが，この点について，筆者は，雷語直観から後者の判断を支持することとし，以下は

それを踏まえて議論を進めていく。

　　　（54’）？Mahihiram（ko）ba　ang　libro　mo？

　　　（54”）Puwede　bang　mahh6am　ang　libro　mo2

（viii）奨励（語用論的用法）

　（55’）は，容認度が低く，自然な表現とは言い難い。やはり，（17）（55）の方が騨染みやす

い表現である。

　　　（55’）PMa鼓akakuha　ka　ng　Bar　exams，

（ix）申し出（語用論的用法）

　（56’）も容認度が低く，自然な表現とは言い難い。

　　　（56’）？MatUturuan　kita　ng　lngles。

（x）完了／経験

　基本的に第1形式は，いわゆるr潜在系の可能」で，アスペクト的には中立であるため，

完了・経験の表現形式は，φである。よって，（34）（35）のようにいわゆる「実現系の可能」の

表現形式を整えるためには，第2形式の完了相を用いざるを得ない。

4．2．2まとめ

　以上の考察結果をまとめると次のとおりである。

（i）第1形式で表現できるものは，（54’）（55’）（56’）の語用論的用法の表現を除き，概ね第

　　2形式に交替可能である。第2形式のMaka－1Ma一動詞が，「依頼」「奨励」「申し出」等

　　の用法において「容認度が低い文」という傾向を示した。その理慮は，同形式が，非

　　意図（不随意）動詞と呼ばれることとも関連してのことか，基本的に潜在的な可能性

　　なるものを表しているにしか過ぎず，「意志樹「働きかけ」なるものが欠けているか

　　弱く，謡し手から聞き手に何らかの行為を起こす際に，その意図・意志が伝わりにく

　　いという側面を持っているからであろう。つまり，Puwedeのような相対的により強

　　い「働きかけ的要素」をもっていると考えられる形式でないと，このような役割を担

　　い切れないということではないか。

（ii）（25abc）のとおり，「先天的能力」の場合は，第2形式を用いないと表現がぎこちなく

　　なり，自然さを失う。

（iii）アスペクトの関係してくる，とくに完了・経験の場合は，第2形式をとらざるを得な

　　いo

（iv）いずれの形式でも表現再能の場合，どちらがより好まれるかは，話者それぞれの個人

　　差があり，一’・enに需い難い。

（v）ヒ記の分析をもとに，可能表現の意味（可能条件），アスペクトおよびヴォイスの関係

　　を整理すると（57）のようになる。なお，作業に当たっては，まず，ド能加嘱性」等

　　を恒常酌要因に，「状況」を一時的要因にそれぞれ分けた上で，　これらを「派生的要

　　因」（語罵論的用法）とともにいわゆる謄在系可能」に下位分類し，一方，「完了・
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経験」をいわゆる「実現系可能」のカテゴリの下に分類した。

（57）意味（可能条件），アスペクトおよびヴォイスの関係

ヴォイス9
意味（可能条件）・用法 アスペクト

行為者焦点 非行為者焦点

不定相 Maka一 Ma一

潜在系可能

・ 恒常的要因（能力・属性）

・～時的要因（内的・外的状

況など）

・ 派生的要因

未完了柑 Nakaka．．6》 ㌶a＿ア｝

未然相 Makaka． Ma＿

実現系可能 ・ 完了・経験 完了相 Naka一 醤a一

4．3．まとめ

　最後に，これまで各章で行ってきた議論や考察の結果を踏まえて，各形式と意味（可能

条件）の相関関係および適格度についてまとめると（58）のようになる。なお，この表に

みられる個々の例から一般性を導くと，概ね次のとおりになるであろう。

（i）第1形式の中では，Marunong：「基本技能」，　Puwede：「能力」「内的・外的状況」「派

　　生釣要因」，Kaya：「能力」が基本。　Puwedeの意味領域が最も広く，次にKayaで，

　　Marunongは「基本技能」に特化。また，「能力」と「状況」の区別が困難なものや，

　　その融合型もあり交替の可否の判断は難しい面もあるが，文脈等からいずれの要因が

　　相対的に優位であるか，ほぼ見当がつくのではないか。よって，ag　1形式問の擬似動

　　詞の選択には，話者問の個人差があまり見られないであろう。

（ii）他方，第1形式と第2形式のうちのいずれでも表現可能な場合には，第1形式問のそ

　　れに比べ，より任意的。状況や話者間の個人差・傾向により影響を受ける確率も高く

　　なり，いずれの形式がより一般的か等については一一一’eqに雷えない。しかしながら，語

　　用論的用法になると，4．2．2．でまとめて触れたとおり，SS　1形式（とくにPuwede）の

　　方が第2形式より好まれる傾向にあるようである。これに対し，「先天的能力」「一時

　　的不能」「完了・経験」の場合は，第2形式を屠いないと表現が大変ぎこちなくなる傾

　　向がある。
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（58）各形式と意味（可能条件）の相関関係および適格度

第1形式 第2形式
意味　（司r能条欝）・用法

Marunong Puwede Kaya Maka－1Ma一

1 私は目が冤えない。（先天的・恒常的不能） × × × ◎

2 私は騒が見えない。（一時的不能） × × × ◎

3 私は泳げる。（基本技能） ◎ △ ○ ◎

4 私は1000メートル泳げる。（到達度・レベル） X ○ ◎ ◎

5 私はそれに絶えられる。（精神的能力） X ○ ◎ ◎

6 私はこれが持ち上げられる。（肉体的能力〉 X ○ ◎ ◎

7 私は家が買える。（金銭的能力） X ○ ◎ ◎

8 ここの水は飲める。（属性） × ◎ X ◎

9 繭が止んだので家に帰れる（外的状況〉 × ◎ × ◎

10 頭が痛いので君たちに同行できない。（内的状況） X ◎ ○ ◎

11 もし帰りたいなら。そうしてもいいよ。（許可） × ◎ X ◎

12 ここでタバコを吸ってはいけません。（許可） × ◎ × ◎

13 私は医鷺の指示で禁酒である。（許斑） × ◎ × ◎

15 その君の本を借りてももいい？（依頼） × ◎ × △

16 司法試験を受けたらいいよ。（奨励） × ◎ ◎ △

17 慰に英語を教えてあげてもいいよ。（申し磁） × ◎ ◎ △

18 私はその仕事をもうやり終えました。（完了） × × × ◎

19 私はアメリカに行ったことがある。（経験） × X X ◎

（注）　◎＝適格文　○＝適格文であるが，やや不自然　△＝容認度が低い　xx非文

5．おわりに

　本稿における分析の結果は，第4章でまとめたとおりである。いずれにせよ，本研究で

は，タガログ語の可能表現の新たな枠組みを設定し，その形式・意味・用法の整理はある

程度行えたのではないかと考える。そして，問形式間（第1形式間）および異形式間（第

1形式，第2形式）の交替のメカニズムについても，大分明確になったのではないかと考

える。また，第2章で考察したとおり，Maka－1Ma一動詞を使った否定表現における「恒常

姓」と「一時性」のニュアンスの違いと使い分けの必要姓についても確認できたものと恩

料する。
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最後に，本研究における残された課題を挙げると次のとおりである。

（i）99　1形式のKayaなどは，それ自身，接頭辞Ma一が付加された動詞形（活用：不定櫨：

　　makaya，完了根：nakaya，未完了絹：nakakaya，未然相：makakaya）も麿しており，

　　（59）のような形（Makaya（非行為者焦点動詞）＋リンカー＋動講不定絹幸属格（NG

　　形行為者））で表現可能である。本研究では「意味」に重きをおいたため，考察対象に

　　含めなかったが，このような動詞が，従える動詞の性質等を観察しつつ，「アスペクト

　　要素」や，「能力」（ときに「状況」）といった要因とどのように関わっているのかを調

　　査してみることも驚能表現についてさらに知る上で必要であろう。

　　　（59）Nakaya　kong　buhatin　ang　mesang　ito．

　　　　　（私はこの机を持ち上げられた）

（li）本研究の信愚性をさらに高めるためにも，筆者の作例ではなく，できるだけ多くの実

　　例を渉猟・駆使して，人称と例文の適格性との梢関関係，肯定・否定の関係，アスペ

　　クトやヴォイスとの関係，そして本稿で取り上げなかったその他の語用論的な屠法等

　　をより網羅的かつ慎重に吟味した上で，同形式間あるいは異形式問の交替等に関する

　　操作やテストを実施する必要がある。

（ili）なお，接頭辞Maka－1Ma一は，「おのずと，思わず，偶然，つい，うっかり」といった

　　「自発・非意図（不随意）」の意味をも併せ持っており，大変興味深いが，「可能」と

　　「自発・非意図（不随意）」との関係を明らかにしないまま，これらについて論じるこ

　　とは適切でないと思われるので，今園の論考においてはかかる表現を考察対象から除

　　外した。しかしながら，このような表現についての観察は，タガログ語の可能表現と

　　その周辺の問題をさらに明らかにしていく上で不可欠であり，今後注目していく必要

　　があるであろう。

　　　以上の諸点については，今後稿を改めて論じていきたい。

注

1＞以下，引用部分の和訳は，大上による。

2）Mangyariは古い用法で，現代では「可能である」というより専ら「起こる・発生する」という意

　　味の動詞として使われることが多い。

3）Maalamも宙い用法で，現代のH常生活では，　Alamが使用される。

4）内的状況は，行為者の内的な要因によって，一方，外的状況は，行為轡の周囲の状況によって，

　　それぞれ動作の実現の可否が決定されるという意味で使用している。ちなみに，Bolinger（1989＞

　　は，英語の法助動詞の意味分類に“intrinsic　possibility”と“extrinsic　potentiality”という用語を使幣し

　　ている。また，森田良行（1988）や渋谷（1993）は「内的条件」および「外的条件」を使用して

　　いるが，「能力」「心情」は，「内的条件」とは独立させて分類している。また，さらに，井島

　　（1991）では，「内麗可能1「外因可能」という分類にしてヂ能力」は，r内困可能」に含めている。

5）ヴォイスと一般的に呼ばれているが，タガログ語の場合，いずれの名詞句に主格（焦点）が与え

　　られるかにより，動詞の形態が定まってくるという言語であるので，あえて焦点という用語を

　　使って分類している。

6）口語の場合，行為者焦点の未完了梱および完了相の活用は，Nakakarating（着く，来る）のように
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　接頭辞のkaを繰り返すのが一一tw的であるが，他方，文語の場合は，　Nakararatingのように語根の

　最初の音節（子音＋母音）を繰り返す。

7）一の印は，語根の第1音節の繰り返しを示している。
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